
 優先度評価【新たな考え方】
 ○盛土の箇所が多い場合に用いる。

 ○下図のフローに従い、第二次スクリーニングを実施する盛土と経過観察をする盛土に区分する。

 ○変状・変形が認められた場合には速やかに第二次スクリーニングを実施。

出典：大規模盛土造成地防災対策検討委員会報告 参考資料,2020,国土交通省,P22
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